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■
相
談
内
容
■

事
例
１

　

約
1
年
前
、
知
人
に
「
率

の
良
い
投
資
が
あ
る
」
と
勧

め
ら
れ
た
。
投
資
先
は
外
国

で
、
短
期
間
で
配
当
が
支
払

わ
れ
る
の
で
投
資
額
が
わ
ず

か
な
期
間
で
倍
に
な
る
。
さ
ら
に
、
人
を
紹
介
す
る
と
、

紹
介
料
も
支
払
わ
れ
る
と
の
こ
と
。
説
明
を
信
じ
、
紹

介
者
の
個
人
口
座
に
1
5
0
万
円
振
り
込
ん
だ
。
当

初
、
配
当
は
振
り
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
後
入
金
は
な
く

な
っ
た
。
投
資
し
た
お
金
も
取
り
戻
せ
ず
、
紹
介
者
と

も
連
絡
が
取
れ
な
い
。

■
ア
ド
バ
イ
ス
■

　
リ
ス
ク
の
な
い
投
資
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
内

容
や
仕
組
み
を
理
解
で
き
な
い
場
合
は
、
契
約
を
し
な

い
こ
と
が
重
要
で
す
。
う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
親
し
い
友
人
や
知
人
か
ら
の
誘
い
は
断
り
に
く
い
も

の
で
す
が
、
断
る
勇
気
も
必
要
で
す
。
自
身
も
友
人
を

勧
誘
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
人
と
の
関
係
を
壊
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
困
っ
た
と
き
や
少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
ら
、
お
金

を
支
払
う
前
に
、
早
め
に
窓
口
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8
）

■
相
談
窓
口
■

海
田
町
消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
8
2
3
ー
9
2
1
9

　
受
付
◆
月
～
金
曜
日 

9
時
～
17
時
（
祝
日
を
除
く
）

　
※
木
曜
日
は
、
消
費
生
活
相
談
員
が
い
ま
す
。

　
場
所
◆
役
場
２
階
生
活
安
全
課

広
島
県
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
2
2
3
ー
6
1
1
1

　
受
付
◆
月
～
金
曜
日 

9
時
～
17
時
（
祝
日
を
除
く
）

　
場
所
◆
広
島
市
中
区
基
町
10
ー
52

　
　
　
　
（
県
庁
農
林
庁
舎
1
階
）

くらしの中の消費者トラブル
生活安全課　☎ 8 2 3 − 9 2 1 9

　　　　　　　　蕭 8 2 3 − 7 9 2 7

「知人から誘われ投資したが元金も戻ってこない」
（独立行政法人国民生活センター発行「見守り新鮮情報第244号」より転載）

海
田
町
長

 

西
田
祐
三

町
長
コ
ラ
ム

か
い
た
の
水

　
梅
雨
の
シ
ー
ズ
ン
の
盛
り
で
す
。

　
今
年
の
6
月
か
ら
8
月
ま
で
の
中
国
地

方
の
3
カ
月
を
通
し
た
予
報
で
は
、
気
温

は
平
年
よ
り
高
く
、
雨
量
も
平
年
並
み
か

平
年
よ
り
多
い
見
込
み
と
の
予
報
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
梅
雨
時
期
は
ジ
メ
ジ
メ
・
ム
シ
ム
シ
し

て
不
快
な
気
分
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
こ

の
梅
雨
時
期
の
雨
が
田
畑
に
潤
い
を
も
た

ら
し
植
物
た
ち
を
成
長
さ
せ
る
と
と
も

に
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
飲
用
の
た
め
の

貴
重
な
水
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
海
田
町
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
24
年
に

旧
陸
軍
が
設
け
た
水
道
施
設
（
蟹
原
浄
水

場
な
ど
）
を
借
受
け
て
、
旧
市
街
地
に
給

水
を
開
始
し
て
以
来
、
住
宅
地
の
拡
大
、

経
済
の
成
長
に
沿
っ
て
よ
り
安
全
で
安

定
し
た
給
水
の
確
保
と
施
設
の
拡
張
を
重

ね
、
平
成
5
年
4
月
に
全
町
へ
の
給
水
を

完
了
し
ま
し
た
。

　
海
田
町
で
は
、
豊
か
な
自
然
が
育
ん
だ

瀬
野
川
の
伏
流
水
を
利
用
し
、
安
全
・
安

心
で
お
い
し
い
水
道
水
を
み
な
さ
ん
に
供

給
し
て
お
り
、
現
在
も
老
朽
化
し
た
水
道

管
の
計
画
的
な
更
新
や
、
毎
日
の
水
質
検

査
に
よ
り
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
水
道

水
を
安
定
的
に
皆
さ
ん
の
も
と
へ
届
け
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
、
国
が
示
す
水
道
の
理
想
像
と

さ
れ
る

「
安
全
」＝
安
全
で
お
い
し
い
水
の
供
給

「
強
靭
」＝
災
害
に
よ
る
被
災
を
最
小
限
に

と
ど
め
、
迅
速
に
復
旧
で
き
る

「
持
続
」＝
健
全
か
つ
安
定
的
な
事
業
運
営

と
い
う
3
つ
の
方
向
性
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

今
月
号
の
表
紙
に
も
な
っ
て
い
ま
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
「
海
田
の
水
」
は
平
成
17

年
に
作
成
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配

布
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
販

売
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
お
か
げ
さ
ま
で

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
暑
く
な
っ
て
熱
中
症
が
心
配

さ
れ
る
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
が
、
海

田
町
内
で
は
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
海

田
の
水
道
水
が
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
出
て
き

ま
す
。

　
ご
家
庭
で
は
「
海
田
の
水
道
水
」
で
、

外
出
時
に
は
「
海
田
の
水
」
で
の
ど
を
潤

し
熱
中
症
対
策
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　先月１日、町内の５郵便局（海田、海田中店、東海田、海田
大正町、海田三迫）と災害時に関する協定を締結しました。
　この協定では災害時、町から郵便局に、配達車以外の車両の
提供、郵便はがきなどの無償交付・料金免除、ゆうちょ銀行の
非常支払いなどを要請できるほか、郵便局のネットワークを活
用した広報活動、情報収集が行われることになっています。

災害に備えて
災害時協力協定締結

　５月26日、「株式会社ワイテック」の皆さんを訪ねました。
　社長と総務グループ主任が対応され、織田幹雄さんをはじめとするス
ポーツ選手、瀬野川の伏流水から作られる海田の水など海田町にあるたく
さんの魅力が今回の話題となりました。
　そして、皆さんと話し合いながらまちづくりをすすめていくことを話し
合いました。

町長のまちなか散歩
「株式会社　ワイテック」報告

▲まちづくりについて話し合う町長と株
式会社ワイテックの皆さん

　５月26日、「株式会社東洋シート」を訪ね、代表が対応されました。
　海田町で働く人々からのまちづくりへの要望、海田町の人口を維持、増
加させていくために必要なことについて話題となりました。
　そして、今後意見交換をしながら協力してまちづくりをすすめていくこ
とを話し合いました。

町長のまちなか散歩
「株式会社　東洋シート」

▲海田町で働く人の意見を聴く機会とな
りました

　先月６日、「中国地方風景街道協議会」と「夢街道ルネサンス推進会議」主催の「平成
28年度ちゅうごく街道交流会議」が開催されました。この会議は各地域で活躍する活動
団体と関係機関が集まり、意見交換や交流を深めることにより、更なる活動の活力とする
ことを目的としています。
　この日、「西国街道・海田市ガイドの会」から百本会長がパネルディスカッションに参
加されました。「道が繋ぐ地域の活動　～きっかけ・つながり・ひろがり～」をテーマに
西国街道について話しました。

地域の魅力を伝える
平成28年度ちゅうごく街道交流会議

▲西国街道について話
す百本会長

海田町役場、海田町社会福祉協議会（福祉センター内）
　　　　　　　　８時30分～17時（月～金曜日）※祝日は除く。
各　公　民　館　８時30分～17時（月～土曜日）※祝日は除く。
図　　書　　館　９時30分～19時（火～金曜日）
　　　　　　　　９時30分～17時（土・日曜日、祝日）
ひまわりプラザ　９時～17時（月～土曜日）※祝日は除く。

平成28年熊本地震災害義援金を
受け付けています

お預かりした義援金は、日本赤十字社を通じて
被災地支援に使われます。

義援金総額（６月15日までの累計）　　2,028,711  円
問い合わせ　社会福祉課　☎823-9207　　海田町社会福祉協議会　☎820-0294

受　
　
付


